
２ １ ３ ９ ７ １ １６
７ ４ １６ ４ ９ ４ ３

６ １６
４ ３

２ ２ ２ ２
９ ５ ３５ ６３

１ １ １ １ １ １ １ １ ２
３ ５ ５ ７ ７ ９ ３ ９ ９

３ １ ３ ３ １ １
５ ４ ５ １０ ４ ２

３ ６ ５ １ ３ １ ３ １
５ ２０ ２０ ２ ５ ２０ ５ １０

６ １
１０ １０

② ３０ A＝①とすれば、B＝①－６　　Cの２倍はAより３２大きい数なので

①
２

和が１１０だから、
①
２

③ ２４個 この直方体を並べてできる立方体の１辺の長さは１２と８と６の公倍数になり、
いちばん小さい立方体を作るので、最小公倍数の２４㎝となります。直方体の個数は

２４㎝÷１２㎝＝２　…　たて方向に２個並ぶ
２４㎝÷８㎝＝３　…　横方向に３個並ぶ
２４㎝÷６㎝＝４　…　高さ方向に４個並ぶ
２×３×４＝２４（個）

④ １００８㎞ A車　４０５÷９＝４５㍑ １２０×４５＝５４００（円）

A車は４０５㎞走って５４００円の燃料費を使っています。
B車が燃料費で５４００円使えば　　５４００÷７５＝７２㍑　　　１４×７２＝１００８（㎞）

⑤ １０００円 最初のA君と妹の所持金をそれぞれ⑤，④とします。
⑤－２２００：④－２２００＝９：５
外項の積＝内項の積だから
９×（④－２２００）＝５×（⑤－２２００）
３６－１９８００＝２５－１１０００
左辺は右辺と比べて、１１大きい代わりに、１９８００－１１０００＝８８００小さくなっているので
１１＝８８００　　　①＝８００
現在の妹の所持金は　④－２２００＝８００×４－２２００＝１０００（円）
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